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第２四半期業績予想と実績値との差異及び配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 
 

 2023 年９月 25 日に公表いたしました 2024 年３月期第２四半期累計期間（2023 年４月１日～2023 年

９月 30 日）の連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいた

します。 

 また、2023 年 11 月７日開催の取締役会において、直近の業績動向等を踏まえ、2023 年９月 25 日に

公表いたしました 2024 年３月期（2023年４月１日～2024年３月 31日）の１株当たり配当予想を修正

（増配）することとしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

 

（１）2024年３月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績値との差異について 

（2023年４月１日～2023年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 (A) 

(2023年９月 25日発表) 
165,000 2,800 3,300 2,100 92.00 

今 回 実 績 (B) 165,938 3,985 4,888 3,381 148.13 

増 減 額 (B-A) 938 1,185 1,588 1,281  

増 減 率 （%） 0.6% 42.3% 48.1% 61.0%  

(ご 参 考 )前 期 実 績 

(2023 年３月期第２四半期) 
156,109 1,540 2,794 2,082 90.99 

 

差異の理由 

 2024年３月期第２四半期（累計）連結業績につきましては、販売価格の適正化の取り組みが進展した

ことに加え、修繕費等のコストが想定を下回ったこと等により、売上高、利益ともに前回予想を上回り

ました。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

（２）配当予想の修正（増配）について 

 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期    末 合    計 

前 回 予 想 

(2023年９月 25日発表) 
30.00 58.00 88.00 

今 回 修 正 予 想 － 78.00 108.00 

当 期 実 績 30.00   

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

(2023 年３月期 ) 
20.00 68.00 88.00 

 

修正の理由 

当社は、連結業績に応じた株主の皆様への利益還元と今後の事業展開及び企業体質強化に向けた内部

留保の充実を利益配分に関する基本方針としております。配当性向の目安は、現預金の増減を伴わない

一過性の損益を除いた親会社に帰属する当期純利益に対し 30～35％とし、安定的な配当継続にも十分な

考慮を払ったうえで剰余金の配当を決定いたします。 

 2024 年３月期の期末配当金の予想につきましては、通期連結業績予想を修正したことを踏まえ、上

記の配当方針に則り、2023 年９月 25日の公表内容から 20円増額し、１株当たり 78円とさせていただ

きます。したがいまして、中間配当金を含めた年間配当金は、１株当たり 108 円を予定しております。 

 

 

【 ご参考 】 2024 年３月期通期連結業績予想の修正（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 (A) 

(2023年５月 10日発表) 
342,000 9,500 9,600 6,500 284.77 

今 回 修 正 予 想 (B) 343,000 10,000 11,000 7,500 328.56 

増 減 額 (B-A) 1,000 500 1,400 1,000  

増 減 率 （%） 0.3% 5.3% 14.6% 15.4%  

(ご 参 考 )前 期 実 績 

(2023 年３月期 ) 
334,496 7,175 8,043 6,321 276.51 

 

 

※上記の予想は本資料の発行日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は、 

今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以  上 

 


